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■ 鉄道・道路・橋りょう                           

１ 神奈川東部方面線の整備 

  神奈川東部方面線のうち「相鉄・ＪＲ直通線」(西谷駅～羽沢横浜国大駅間)は、平成 31 年 11

月 30 日の開業に向けて、横浜羽沢貨物駅構内での線路切替工事を行うとともに、開業準備を進め

ます。 

また、「相鉄・東急直通線」(羽沢横浜国大駅～日吉駅間)は、平成 34 年度下期の開業に向けて、

新綱島駅(仮称)から日吉及び新横浜駅（仮称）方面に向けてそれぞれトンネル掘削工事を開始し

ており、全区間で土木工事を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川東部方面線の路線概要図 

神奈川東部方面線 
 整備延長 ：約１２．７ｋｍ 
 事 業 費 ：約４，０２２億円 
  整備主体 ：(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 
  
西谷～羽沢横浜国大間（相鉄・ＪＲ直通線） 
 整 備 延 長 ：約２．７ｋｍ 
 開業予定日：平成 31年 11 月 30 日 
 営 業 主 体 ：相模鉄道(株)  

羽沢横浜国大～日吉間（相鉄・東急直通線） 
 整 備 延 長 ：約１０．０ｋｍ 
 開業予定時期：平成 34 年度下期 
 営 業 主 体 ：相模鉄道(株)、東京急行電鉄(株) 
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２ 都市計画道路の整備 （P.３道路位置図） 

（1）綱島街道の拡幅 

神奈川東部方面線新綱島駅（仮称）の整備の状況等を踏まえ、綱島駅から北綱島交差点までの

区間について、昨年度から拡幅事業に着手しています。今年度も引き続き測量及び設計作業を進

めます。 

（2）宮内新横浜線（新吉田高田地区） 

新吉田地区から日吉元石川線までの区間のうち、昨年度は本線下を横断するトンネル築造工

事、橋梁アプローチ部の地盤改良工事を進め、早淵川にかかる橋梁の架設が完了しました。今

年度も引き続き供用開始に向けて、工事を進めます。 

(3) 宮内新横浜線（新吉田地区） 

 すでに完成している新羽新吉田地区から新吉田線との合流地点付近までの区間について、昨

年度は用地の取得、設計、測量及び関係機関協議を進めました。今年度も引続き用地の取得、

関係機関協議及び工事を進めます。 

 

 

 

３ 地域道路の整備（歩道拡幅・道路改良）（P.４道路位置図） 

川向第 39 号線（大竹道路）について、引き続き用地取得した箇所において設計及び拡幅工事

を進め、市道箕輪 159・161 号線については、道路等の測量作業を進めました。 

また、横浜生田線、綱島第 243 号線、新吉田第 441 号線、下田第 97 号線、綱島第 295 号線に

ついては、引き続き測量、用地取得等交渉を行い、改良事業を進めます。 

 

４ 橋りょうの地震対策 

緊急輸送路にある橋で、倒壊や甚大な被害を防止する対策を進めています。熊本地震時に被害

が生じた構造と同様の形式の新横浜陸橋から優先的に実施します。また、樽綱橋、樽綱歩道橋に

ついても引き続き耐震補強等の地震対策を進めます。 

 

５ 歩道橋の老朽化対策（菊名歩道橋の撤去） 

菊名歩道橋については、多くの方が横断歩道を利用していることから、歩道橋の撤去を行い、

安全な交差点となるよう検討を進めます。今年度は、関係機関との調整を行います。 
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２都市計画道路の位置図 

横浜上麻生線（小机駅南口地区） 

事業区間 

3(2)宮内新横浜線（新吉田高田地区） 

新吉田線 

3(3)宮内新横浜線（新吉田地区） 

川崎町田線（大熊新羽地区） 

事業区間のうち今年度工事予定区間 

3(1)綱島街道拡幅 
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３地域道路の位置図 

菊名駅 

日吉本町駅 高田駅 
日吉駅 

綱島駅 

大倉山駅 

妙蓮寺駅 岸根公園駅 

小机駅 

新横浜駅 

北新横浜駅 

新羽駅 

箕輪 159・161 号線（日大高校入口交差点付近） 

新吉田第 441 号線（エルム通り、オリーブ通り） 

川向第39号線（大竹道路） 下田第 97 号線（下田小西側） 

綱島第 243 号線（ビッグヨーサン東側） 

横浜生田線（新羽町南台町バス停付近） 
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■ まちづくり                                

１ 新横浜都心部のまちづくり 

世界的なイベント開催、高速道路や新たな鉄道の開通など、大きな動きがある新横浜都心部

（新横浜地区、新羽地区、城郷地区、羽沢地区）の今後のさらなる発展に向けたまちづくりの方

向性や方策を示していきます。 

今年度は、新横浜駅周辺の利便性向上など、都心機能強化の方策を検討します。また、世界的

な大規模スポーツ大会が開催されることを踏まえ、市の公募で決定した民間事業者により、新横

浜駅前周辺等で一部に無料 Wi-Fi を備えた広告付き案内サインの整備が進められるほか、地域の

皆様と協働で、競技場ルートの環境整備を行います。 

 

２ 新横浜駅南部地区のまちづくり  

新横浜駅南部地区では、土地区画整理事業を廃止して以降、地域の合意形成を重視して新たな

まちづくり計画検討を進めています。 

横浜線新横浜駅篠原口の直近では、平成 30 年 3 月に約 3.5 ヘクタールを対象とした市街地再開

発準備組合が設立されており、準備組合を支援していきます。再開発検討区域以外でも都市計画

道路の見直し等、まちづくり計画検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ● ● ● 都市計画道路の見直し  
→現在の地形、宅地の高低、現況道路の位置などを考慮 

再開発検討区域 

新横浜駅南部地区図 
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３ 綱島駅東口周辺地区のまちづくり 

相鉄・東急直通線の新綱島駅（仮称）整備にあわせ｢土地区画整理事業｣と｢市街地再開発事業｣

によるまちづくりを一体的に推進しています。土地区画整理事業により、バス乗降場や綱島街道

等の都市計画道路を整備します。昨年度は、用地取得のほか市街地再開発事業の組合設立認可手

続を行うとともに、再開発ビルの実施設計に着手しました。今年度も、用地取得を行うととも

に、自転車駐車場の設計や綱島街道北側拡幅の調査に着手し、市街地再開発事業はビルの着工に

向けて権利変換計画の作成を行います。また、綱島駅東口駅前地区の市街地再開発事業の都市計

画決定に向けた検討を進めるとともに、事業化への支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 箕輪小学校の整備  

  日吉・綱島地区では、新たな産業の進出や工業地からマンションなどの住宅地への転換が進ん

でいます。住宅開発等に伴い、綱島東小学校や日吉台小学校などの教室数が不足して児童の受入

れができなくなることから、小学校の新設を進めています。 

  平成 32 年４月に新設校を開校するため、今年度も引き続き、建築工事を進めるとともに、開

校に向けた準備を進めます。 

 

５ 篠原城址の環境整備 

  歴史的地域資源である篠原城址緑地を適切に維持管理し、区の魅力発信につなげるため、倒木 

 等の危険性の高い樹木の剪定及び、城址緑地周辺のフェンスの再整備等を行います。 
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■ 上下水道の整備                           

１ 下水道の整備 

(1) 下水道管の整備・雨水幹線の整備 

浸水被害を受けた地区を優先して、時間降雨量約 50mm に対応する整備を基本とし、人口や資

産が集中する地盤の低い区域については、時間降雨量約 60mm に対応する雨水幹線等の整備を進

めています。 

 

(2) 水再生センター等の整備 

港北水再生センターにおいて、耐用年数を超えて老朽化した覆蓋（水処理施設を覆う上屋）と

処理施設の防食の更新を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 未整備地域の解消  

今年度には大規模未整備地区であった港北区篠原地区の汚水整備が完了し、下水道普及率は概

成100％となります。一部に残る整備が困難な地域については、土地の利用状況等をふまえて整

備していきます。また、下水道が整備された地域で、下水道を利用していない家屋については、

戸別に相談員が訪問し助成制度の紹介など、下水道の利用促進に向けた取り組みを進めていきま

す。 

 

２ 上水道の老朽管更新・耐震化 

昭和 40 年代に布設し、更新時期を迎えているこれらの管路を中心に、老朽化した配水管を計

画的に耐震管に更新するとともに、新たな管網を整備します。 

また、災害時に重要となる拠点施設につながる管路や腐食性土壌※に埋設されている管路につ

いては、優先的に更新し、効果的な耐震化や漏水事故の予防保全を図ります。 

※腐食性土壌 

100 万年前に海だった地層で、腐食性の強い粘土質の土壌 

 

 

▲港北水再生センターと鶴見川(航空写真) 

▲水道工事の市民向け PR（水道局リーフレット） 
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■ みどり・環境               ★はみどり税を活用しています。    

１ 花と緑による魅力の創出 

  新横浜駅周辺において、植樹帯花壇の整備やコンテナ花壇の設置など、季節の花や緑により街

路空間等を彩ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園の整備 

新羽丘陵公園の拡張に向け、公園東側の園路整備の準備工事及び、太尾見晴らしの丘公園拡 

部の整備工事を行います。 

 

３ 公園の改良等 

新横浜駅前公園ほか６公園で園路などの改修工事を行います。 

 

 

４ 緑地の保全（緑地保存地区、源流の森保存地区、市民の森、特別緑地保全地区）★ 

  緑地の保全に向けて緑地保全制度による指定拡大を進めます。また、特別緑地保全地区等の指

定・買取りに伴う測量、買い取った緑地の管理に必要な施設整備や、大曽根台特別緑地保全地区

の整備工事を行います。   

 

５ スマートシティの構築 

横浜市では、地域防災拠点に指定されている市内の小中学校を対象に、電力会社が蓄電池を

設置し、平常時には電力の需給バランス調整に活用し、災害時には地域防災拠点の災害用電力

として利用する、「バーチャルパワープラント（ＶＰＰ：仮想発電所）構築事業」を平成 29 年

度から進めています。今年度は、大規模災害時における区災害対策本部機能維持のため、区庁

舎へ蓄電池設備を設置します。 
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■ 施設                                   

１ 横浜国際総合競技場の整備 

横浜国際総合競技場（日産スタジアム）では、大規模大会の開催に向けて、照明設備のLED化

による省電力化や、フィールドの天然芝と補強材によるハイブリッド芝への張替え、観客席やト

イレの改修、エレベーターの更新など、安全性や機能の向上を図るための整備を進めています。 

 

２ 文化施設整備事業 

  区民の皆様が身近に文化芸術に接し、個性豊かな文化芸術活動を活発に行うことができる環境

整備のため、身近な拠点となる区民文化センターを新綱島駅（仮称）周辺地区における市街地再

開発事業の中で整備します。今年度は、昨年度に引き続き、内装の実施設計を行います。 

 

３ 地域施設の整備 

市民が安心・快適に市民利用施設等を利用できるよう、今年度は、日吉地区センターのエレベ

ーター設置工事を行います。 

 

４ 特定天井の落下防止対策 

大規模空間を有する既存建築物の天井の脱落対策を行います。今年度は港北公会堂の実施設計

を行います。 

 

５ スポーツセンター等の空調機導入 

昨今の夏の暑さ対策として、体育室に空調機を設置するため、港北スポーツセンターでは基本

設計を、綱島地区センターでは実施設計を行います。  

 

 

 

 発行:港北区役所 区政推進課 企画調整係 

電話：540-2230 FAX:540-2209 


